
Not Here, Not Now. Otherworldly

World #05

その世界の日常や暮らし

匠の選択的移植・継承が行われ

急進的な進化を遂げる世界

その世界の科学技術

その世界の価値観

その世界の文化

その世界のルール・規範

その世界が抱える問題

その世界が目指す世界

その世界の勝ち組・受益者・共感者

その世界の負け組・被害者・反抗者

学びに必要な時間は無くなり、
時間的・精神的な余裕が生まれる

・匠技術をロボットへ代替することにより
　労働は必要なくなり、人間は楽しむことを追求している。

匠

ドナー

匠ドナー

・ムダな努力は必要なくなり、習得することで充実感を得

られるような趣味は無くなっている。

・時間的余裕は本当に大事なこと(地球のため、次世代のため
…)に費やせる、精神的な余裕も生まれている。

Shimz Identity

Weak Signal

Here, Now

Infection Point

今ここにある世界

変化点

今でもなくここでもない世界（生きたい世界）

清水建設のアイデンティティから生まれるコトバ

ウィークシグナルから生まれるコトバ

自分がこれまで培ってき

た経験や知識やノウハウ

、技術,、これらが第三
者に提供可能な世界匠の技術の売買や流

通は新たな技術を生

み、人類の進化・発

展のスピードは劇的

に速くなった

匠の技は

資産のひと

つ

として扱わ

れる

一子相伝の匠が

世の中に拡散する一方

で

匠の本質とは？

匠の標準化問題など

の新たな課題も

生まれている

誰に自分の匠を手渡すか

は自分で決める他ない

この世界では、「匠ドナ

ーカード」が流通し、そ

の継承先は意志として表

明される

ゼロから新たなスキルや経

験を習得する必要はなく、

誰でも簡単にインストール

することでアップデートで

きる。それは人に限らずロ

ボットにももちろん可能だ

匠は、一意で代替不可能な

データなのか

オリジナルがオリジナルと

して扱われるのか

（2022年あたりのNFTと
共通する話…）

誰でもお手軽な

「匠」は得られるが

「真の匠」はやっぱり違う

よね…といわれる

本物の価値はきちんと評価

される。どこまで行っても

「匠」はやはり「匠」とい

う話になるのか。

鰻の串打ち3年、
裂き8年、
焼き一生…

この熱い想いは

無駄なのか？

人尊重

伝承

匠

誇り

つなぐ

世代

ビジョン

歴史と

伝統
創業：

宮大工

世代を

超える

子どもたち

に

誇れる仕事

ファミリーデ

イ

家族招待して

技術の体験

匠は減って

きている、

ロボットに

置き換え

入社して、

人で

成り立って

る

直接的な顧客は大人であるが、

「子ども＝次世代を担う存在」を

大切にしながら仕事をしている

やろうとしているのは未来をつくる仕事

世代を超えつなぐ仕事

子ども達にとって役に立つ仕事

子どもたちに誇れる仕事

人手不足で匠の仕事が

ロボットに代替されても、

「建設は人で成り立っている」、

人が尊重される仕事

匠を認定するための試験が一般化

・人それぞれ独創性のあるモノに囲まれた生活をしている。

・匠のハードルは下がり、誰もが簡単に匠を得られる。

匠の広がりが生む豊かな世界

・身体的・精神的に機能拡張できなければ、
　匠のインストールに耐えられず、効果は発揮されない。

匠のダウンロードに耐えうる身体強化術

身体能力の価値回帰

・匠をインストールする先のハードウェアとしてのロボットの技術が発達。

・器用さや忠実さ、いかに匠の繊細な技術を再現できるかが鍵となる。

匠を忠実に再現できるハードウェアロボティクス

・技術によりいかなる匠のインストールにも耐えられる術を得ているが
、そのような技術加工を取り入れなくとも、そのままで耐えうる健全
で健康な肉体がもてはやされる。才能ある人とは身体能力の高い人。動
物としての原点回帰と言っても良いかもしれない。

匠NFT

個性や経験の数値化・AI化
匠のビジュアライゼーション
（見える化・ショールーム化）

・人気のある匠をもらうためには、「テスト」が必要。ライセンス性。

・そのような基本の努力を怠らない人にだけ匠移植は許される。

　すなわち結局は努力、が必要ということか。

・匠のオンライン授業が一般化。

匠の希少性と価格

上書きや改良は当たり前に行われる

真の匠か複製の匠か

・コピーの匠が問題視される。

・オリジナルの匠が最も価値が高いのか、
　それともコピーされアレンジされたその次の匠の価値が高いのか。

・安価で粗悪な匠が発生。何が本当の匠かわからなくなる。

匠を売買するための技術を持っている会社

匠の親族(遺産相続者)

複数の匠を組み合わせて
新たな匠を創造
ビジネスとして成立させた人

インストールされる側

伝統を重んじる

・オリジナルの匠は何かという問いが本物志向を生む。

匠の中でも数値化できなさらなる「匠」の価値を追い求める

・まだインストールが不可能な匠に未知なる可能性がある。

伝統 vs 革新
・アートの世界のように伝統と革新がぶつかり合い発展する。

複数の匠が融合し新たな価値を世界に生み出す

匠詐欺被害者

資産を失ってしまった人
高価格帯の匠と匠を

利用した製品に

手がでない人たち

通常の伝承であれば失わないものが途絶えてしまう

全く新しいものを

創ろうとする人たち
匠を受け継ぐことができない人たち

匠審美眼の発達

・芸術(音楽や舞台...)等も常に最高のモノが鑑賞でき、
　人々の審美眼も発達する。

・その昔の「CG」もそうだった。
　解像度や表現力は向上し、ある時から美しいが当たり前に。

コピーロボットや
コピー人間が
当たり前のように
様々な作業を
行っている

無駄こそ豪華

・努力せずとも習得できる匠。無駄な努力やその習得の
過程こそ豪華だという価値観が生む文化。

それぞれの地域の
特徴を作り出す匠が
生まれる

匠＝技術＋ヒト

・「技術」で何をするのかを考えること、発想力が大事。

・ソフトでインストールできるが、ハードも追いつかないとダメ。
　頭脳だけでなく、身体能力が大事。

人とは違う
世の中にはない
匠を新たに発掘する

匠の利用先とそのプロセスの重要性

・その匠を何に使うのかが議論される。
　いかに匠を用いて善い行いをするかが大切。

・出来たものでなく、そのプロセスでの「体験」が価値を持つ。

匠芸術鑑賞

オリジナルだけではなく編集の価値の高まり

・0→1（これまでに無い全く新しいものの創造）よりも
　1→100（創造されたものを編集しまた新たなものを創造＝編集）が大切。

・オリジナルと同じくらい編集者の価値も大事。オリジナルだけが全てでは無い！

・対象の価値がさらにみんなの匠を経ることで高まっていき、進化する。

匠の制限

・一人の人間が所有できる匠の数は無制限。

・流通する匠は商品のように価格が定められている。

・真か複製か、二項対立ではなく共存である。

街・都市はその上

で活躍する人(編集
者)が中心。「編集
者」の価値をよく

知る清水建設

世界の

重要課題の

深刻化

個の利益追求

からの脱却

個の利益を第一に考え

ることを越えなければ

解決のしようがない

ロストテクノロ

ジーにならない

ようにしておく

放射性廃棄物

最終処分場問題

（世代間倫理）

ゼロウェイスト

気候変動

FastからSlowへ
成長と

サスティナビリティの

バランス

急激な経済成長と

引き換え、

環境破壊

持続可能な社会

SDGｓ
2030年

自然災害

原発問題

AIの匠度
診断能力

匠チェッカー

（匠知財権）

AI

ビッグデータ

定性的なものを

定量化していく

指標が作られる

伝統建築の保存 木造を大規模建

築に利用する

標準化している

と思いきや出来

ていないものも

まだまだ多い

「標準化」して

おくべき項目

継承された技術

による

進化や進歩が

目に見えて感じ

られる状態

アンチ・

批判者の登場

政府は無料で匠の資源を

使っていいか問題

ルールづくり

政府の関与

資本主義と社会主義

木造建築

専門部隊

シミズ・スマート・サイ

ト

（ロボットと協働で働く

。危険な作業等をロボッ

トに代替させる）

時間の感覚

伝統工芸の匠

一日の限界がある 数を増やしていける

一方で「何年待ち」の

ありがたさ

時間がかかることの贅沢

（効率化によって付加価値

が下がってしまう）

効率化か

時間をかけることの意味

時間を

かけることの

希少価値

サイボーグ出現

(人間とロボットの融合)

チップインプラント

身体にモバイル

(通信機器)
の移植が始まる

解析技術

ロール

モデル

登場

匠データ

蓄積

分野と分野の

掛け合わせ

再現性

アシストスーツ

匠の体感

シミュレーション

匠の技を自分の体を

通して体感

匠が当たり前で

ないことを知る

尊敬・敬意を

もって接する

先行し

ロボットへの

インストール

(老衰前に)匠の最高状態
をバックアップ(コピー)

しておく技術

匠の能力を

発揮できる

ロボットが完成

ヒューマノイド

身体拡張

人格

再現

画像解析

AI
重機周辺

の人の存

大規模イノベーション

センターを新設

(人材の育成、技術の伝
承。教育にも関わるこ

とが出来る。オープン

イノベーション、大学

連携)

2020
「清水匠技塾」

オープン

技能労働者

匠の技を教える

大学など

教育の変化が

起こり始める

AIによる重機
制御技術

（職人の操作

模倣）

ものづくり

学校・技研

多様な問題

SNS
VTuber

編集物に対する価値

の認識

価値の再定義がなさ

れる

（オリジナルがすべ

てではない）

新たな職業

建設3D
プリンテ

ィング

匠×匠を実現で
きるのか？問題

複雑造形技術の

進展

匠活用された後、それは

果たして実現できるのか

利用後の問題

匠再現に耐えうる

身体の強化

３Dプリンティング

こどもたちに誇れ

る仕事を

Today's Work, 
Tomorrow's 

Heritage
に繋がる思想

人の判断

は

必要

妄想をさらにふくらませ世界の構成要素を妄想する

造語から妄想した世界のワンシーン

ドナー

臓器提供、

拒否表明なしは

ドナーとして登録

臓器移植の輸送

流通のハードルが下がることによる影響は？

身体拡張の流行

古代に忘れてきたものを取り戻す

何かしら意味があった

それを掘り返す

F1から一般車両への展開の
ようにまず極限に改造をす

ることから始めると…

ダーウィン的な進化だけじゃない進化

魔改造

感性価値を見える化

→それを実装できるようになる

足りないもの

を補う視点で

はない

感性価値の

見える化

と実装

臓器移植に対

する倫理観の

変化とドナー

の一般化

その世界をかたちづくる９つの構成要素と舞台設定

人へも、パーソナル

ロボットへもインス

トールできる。自分

が亡き後も永遠に継

がれるかもしれない


